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総合空中探査システム（IASS)による空中探査データの 3次元モデリング

The 3-D modeling of the airborne survey data by the Integrated goephisical Airborne Sur-
vey System(IASS)
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　地質調査において、物理探査は地質構造を解明するための、有力な手段である。通常、地上探査データは、1次元か
2次元で測定される。地上から広域を探査することは、非常に多くの時間と費用を要する。空中物理探査は、地上に接す
ることなく、地上を破壊することなく、短時間に膨大なデータを均質に取得できる。また、空中探査の最大の特長は、３
次元でデータ取得ができることである。
　総合空中探査システムは、4種類の物理探査手法を用いて表層から地下深部までを精度良く調査できるように開発、

改良された。データは、空中の空間情報から表層、地下深部の空間情報まで面的に測定されており、4種類の探査で測定
される物性値は多岐にわたる。我々は、この総合空中探査システムで取得された空中探査データを最大限に活用するた
め、空中探査データの空間から地下までの三次元モデリングに取り組んだ。三次元のモデリング化により、データの効
率的活用と地質構造解釈精度の向上、定性的評価から定量的評価への試みなどが可能となった。今回あらたに空中磁気
探査において、多高度における磁気強度測定を行い、3次元の測定データを取得した。我々は、平成 17年に行った阿蘇
火山の空中探査データをデータベース化し、地形情報も加えて 3次元モデリングを行った。統合されたモデリングデー
タは、リアルタイムで複数の物性値を 3次元可視化でき、任意断面の切りだしなどをオンデマンドで可能とした。地形
図の３次元表示、地形解析、面モデルの３次元表示、ソリッドモデルの作成などが、ＰＣ上でリアルタイムに演算処理
して表示可能である。
空中探査データの３Ｄモデリングは、従来の地質解析に見られたいくつかの問題点を解決し、作業の効率化と解析精

度、品質向上に有効である。これまで定性的に行われることが多かった地質解釈を、簡単に定量的に行うことが出来る。
また、ボーリングの検層データや地上物理探査データなど他のデータを組み合わせることにより、より客観的な地質解
釈を行うことができる。さらに、３ Dデータのビジュアル化により、地質情報を同じイメージで共有することが可能と
なる。


